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序

　 こ こ に 藤 原 京 跡 の 発 掘 調 査 報 告 書 を 『橿 原 市 埋 蔵 文 化 財 調 査 報
告　第 13 冊』 として刊行します。
　 当 教 育 委 員 会 で は、 奈 良 県 橿 原 市 縄 手 町 地 内 に お い て 計 画 さ れ
た 共 同 住 宅 建 設 に 伴 い、 平 成 26（2014） 年 度 に 発 掘 調 査 を 実 施
いたしました。
　 橿 原 市 内 に は、 特 別 史 跡 藤 原 宮 跡、 史 跡 新 沢 千 塚 古 墳 群 を は
じ め と し た、 日 本 史 上 重 要 な 遺 跡 が 多 数 あ り ま す。 調 査 地 は、 日
本 最 古 の 本 格 的 な 都 城 で あ る 「藤 原 京」 の 中 央 付 近 に 位 置 し て お
り、 藤 原 宮 の す ぐ 西 隣 に あ た り ま す。 近 隣 で は、 当 教 育 委 員 会 の
ほ か、 奈 良 文 化 財 研 究 所 や 橿 原 考 古 学 研 究 所 が 調 査 を 実 施 し、 藤
原 宮 と 藤 原 京 の 実 態 を 明 ら か に し て き ま し た。 今 回 の 調 査 で も、
藤 原 京 期 の 遺 構 や 遺 物 が 確 認 さ れ ま し た。 こ の 調 査 に よ り、 藤 原
京 の 中 心 部 に お け る 様 相 が、 よ り 明 確 に な る 成 果 が 得 ら れ た と 考
えられます。
　 最 後 に な り ま し た が、 現 地 の 発 掘 調 査 の 実 施 や 本 書 の 刊 行 に あ
た り ご 協 力 い た だ い た 関 係 諸 氏 な ら び に 諸 機 関 に 厚 く 御 礼 申 し 上
げ る と と も に、 本 書 が 多 く の 方 々 に 活 用 さ れ、 遺 跡 の 重 要 性 を 周
知する機縁となることを願います。

　平成 28 年 1 月 29 日 

 橿原市教育委員会　
教育長　吉本重男　



例　　言

１　本書は、藤原京右京四条三坊（橿教委 2014-4 次）発掘調査の報告書である。調査地は奈良県橿

　原市縄手町 149-1 に所在する。

２　発掘調査は、共同住宅建設工事に伴って提出された埋蔵文化財発掘届出書に基づき、奈良県教育

　委員会事務局文化財保存課の指導のもと奈良県橿原市教育委員会事務局生涯学習部文化財課が実施

　した。

３　現地調査期間は、平成 26（2014）年 9月 2日～同年 10月 27日である。また、平成 27年度に遺物

　整理・報告書作成業務を行った。

４　現地調査時および報告書作成時における当課の体制は、文化財課長 竹田正則、課長補佐 濱口和

　弘、統括調整員 平岩欣太・米田一（平成 27 年 3 月 31 日まで）、事業調整係長 田原明世（平成

　27 年 4 月 1 日～）、主査 石坂泰士、技師 杉山真由美である。（調査担当・報告書作成担当：杉山）

５　現地調査および整理・報告書作成には 吉川 貴三子 氏 ならびに 有限会社 ヤマナカ に御協力いた

　だいた。記して感謝申し上げたい。

６　現地調査および遺物整理を実施するにあたっては、地元各位をはじめ多くの方々の御指導、御協

　力を賜った。記して感謝申し上げたい。

７　出土遺物をはじめ調査記録は、橿原市教育委員会で保管している。

８　本書所収の写真のうち、現地調査写真は杉山が撮影を行った。遺物写真はアートフォト右文 佐    

　藤右文氏が撮影を行った。

凡　　例

１　本書で示す方位は座標北を使用した。座標値は世界測地系（平面直角座標第Ⅵ系）に基づく。

２　図版に掲載している遺物の縮尺率は任意である。

３　土層名における色調は『新版標準土色帖 24 版』（小山正忠・竹原秀雄 編著、　日本色研事業株　

式会社 発行）を使用した。

４　遺構・遺物の図面縮尺は各図に示した。

５　遺構番号は基本的に調査時に付与した番号を使用している。

６　土層断面図における網掛け部分は遺構基盤層（層序Ⅴ層）及び地山（層序Ⅵ層）を示す。

７　遺物実測図の番号は本書全体の通し番号で示した。図版の遺物番号もこれに合わせている。

８　土器の実測図については、須恵器は断面を黒塗りで、その他は断面を白抜きで、それぞれ表現し

　ている。

９　藤原京の条坊呼称は岸俊男氏による復元条坊呼称に従う。

10　土器型式名は西弘海『土器様式の成立とその背景』に従う。
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第Ⅰ章　調査の概要　　　　

第 1 節　発掘調査に至る経緯

　本調査地は岸俊男氏による藤原京の復元条坊呼称に従うと、藤原京右京四条三坊にあたり、その詳

細な位置は右京四条三坊の東北坪東端である。藤原宮に接する当該地は、奈良県教育委員会により重

要遺跡藤原京跡の重点地区に指定されており、軽微な土木行為以外は事前の発掘調査が必須の場

所である。

　本調査地における共同住宅建設の工事計画を契機に、事業者と当教育委員会が協議を行い、平成

26 年 8 月 12 日に現地発掘調査実施の契約を締結した。なお、平成 27 年 4 月 20 日には、遺物整理・

報告書作成実施の契約を締結した。

第 2 節　発掘調査の経過

　共同住宅建設予定箇所に調査区を設定し実施した。平成 26（2014）年 9 月 2 日から同年 10 月

27 日までの期間を要し、実働日数は 37 日間である。調査期間中の日々の記録は、以下の通り調査

日誌抄録に掲げた。

9.2（火）テント設営。調査前状況の写真撮影を実施。続いて、機    
　械掘削を開始し、全体の約４割を完了。
9.3（水）機械掘削を実施し、全体の約７割を完了。素掘溝数条を検出。
　遺構面の高さは、現況 GL-1.2 ｍ程である。
9.4（木）機械掘削を実施。天候悪化のため、14：30 で現地作業を中止。
　全体の約９割を完了。
9.5（金）天候不順の為、現地作業を中止。
9.8（月）機械掘削、調査区の壁及び平面の精査を実施。
9.9（火）攪乱の掘削、続いて平面精査を実施。
9.10（水）上層遺構（素掘溝）検出状況の写真撮影を実施。西・北西・
　北・南東からの計４カットを撮影。午後からは、攪乱掘削、素掘溝
　の調査を実施。
9.11（木）素掘溝の調査を実施。天候悪化のため、15：30 に現地作
　業を中止。
9.12（金）排水溝の掘り下げ、素掘溝の調査を実施。土師器、須恵器
　片が多数出土。素掘溝の調査は概ね完了。
9.16（火）上層遺構完掘状況写真撮影のための清掃を実施。同時に、
　素掘溝より古い遺構の検出を実施。
9.17（水）上層遺構完掘状況の写真撮影を実施。検出時と同様４カッ
　トの他、トレンチ中央にある溝（20SD）の検出状況１カット、計５
　カット撮影。
9.18（木）20SD の調査を実施。溝の南半分から開始。土師器、須恵
　器の破片が出土。
9.19（金）20SD と他の下層遺構の調査を実施。20SD 埋土からは、土
　器片や石が多く出土。遺物の取り上げを南と北に分けて実施。22SP
　からは、遺構の時期を決定することが可能な土師器甕が出土。
9.22（月）20SD の調査と北側排水溝の掘削を実施。上層遺構（素掘溝）
　の平面図作成。
9.24（水）20SD の調査を実施。埋土には礫が混じり、破損状態の土
　師器甕が 3 ～ 4 個体出土。上層遺構素掘溝の平面図作成。
9.25（木）天候不順の為、現地作業を中止。
9.26（金）27SK の調査を実施。遺構の重複関係の確認と記録を実施。

　20SD の清掃を実施。
9.29（月）20SD の遺物出土状況の写真撮影後、遺物出土状況図の作成。
9.30（火）27SK、28SP、30SP、29SP、25SP、21SK の調査を実施。
　27SK の底付近には、炭化物層が広がる。各遺構断面図、遺構平面
　図の作成。
10.1（水）28SP、25SP、30SP、20SD の調査が完了。27SK の炭化物
　層検出状況の写真撮影と、平面図、断面図を作成。22SP の遺物出
　土状況の写真撮影の実施、平面図、断面図を作成。
10.2（木）　22SP の調査が完了。続いて、34SP、35SP の調査を実施。
　20SD の底で検出した 36 SP の調査も実施。34SP、35SP は調査区
　の東壁にかかる平面形隅丸方形と考えられるピットである。
10.3（金）　21SK、27SK、29SP、31SP、36SP の調査が終了。平面
　図も概ね完了。
10.6（月）　天候不順のため、現地作業を中止。
10.7（火）　調査区清掃を実施。
10.8（水）　藤原京期の遺構の完掘状況写真撮影を実施。
10.9（木）　調査区東端のピット群（34・35・39・40SP）の完掘状
　況の写真撮影を実施。より下位の遺構の有無を確認するために、藤
　原京期遺構の基盤層の掘り下げを実施。
10.10（金）　藤原京期遺構基盤層の掘り下げを実施。遺構基盤層内か
　らは時期不明の遺物が出土。調査区東壁、南壁土層断面図の作成。
　南壁のみ完了。
10.14（火）　藤原京期遺構基盤層の掘り下げを実施。43・44 層上面
　において遺構等が検出しなかったため、更に下の地山と考えられる
　黄色の粘土層（45・46 層）の上面までの掘り下げを決定。調査区
　東壁土層断面図の作成。
10.15（水）　現地作業中止。
10.16（木）　43・44 層の掘り下げを実施。調査区東壁断面図の作成。
10.17（金）　43・44 層の掘り下げを実施。遺構基盤層内には縄文土
　器が含まれ、藤原京期以前の土層形成時期の上限を示すと判断。地
　山層上面で遺構検出を実施。遺構のように見える箇所が存在したが、
　調査の結果遺構でなく地形の落ち込みと判断。調査区東壁土層断面

－ 1 －



第 3 節　地理的・歴史的環境

　橿原市は奈良盆地南部に位置する。市域の南端と東端は竜門山地の北縁にあたり丘陵地形となるほ

かは、ほぼ低く平らな沖積地である。市内には、曽我川、高取川、飛鳥川、米川、寺川等が地形に沿

って北西流もしくは北流する。これらの河川によって市内北西部の扇状地性低地が形成されている。

一見平らに見えるこの沖積地は、河川の流れが示す通り、南東から北西方向にゆるやかに傾斜してい

る。なお、各河川の流路ついては、条里地割の正方位方向に付け替えが実施されたことにより、直角

に曲がる部分がある。奈良時代以降は耕地化の進んだ橿原市域ではあるが、一部では旧流路の形状を

留める地形が残存する。他方、市の南から南東部の丘陵地帯はかつて一連の山塊であったと考えられ

ている。風化と河川の浸食により、丘陵部分は開析谷の発達した樹状地形となり、貝吹山や香具山と

いった独立丘陵を形成している。これらの丘陵部の地盤は風化花崗岩が主体である。沖積地内には火

山性の独立丘陵である畝傍山・耳成山が存在し、いずれも弥生時代に石包丁の材料として利用された

流紋岩を産出する。香具山と畝傍山・耳成山は「大和三山」と呼ばれ、名勝に指定されている。調査

地の立地する縄手町はこの沖積地上、耳成山と畝傍山のちょうど間に立地する。

　調査地の位置は、縄手池の北約 250 ｍにあり、国道 165 号線橿原バイパスの東に隣接している。

調査地周辺はバイパス沿いであるため開発が進んでいるが、調査地より東は特別史跡藤原宮跡が存在

し、古い集落と水田景観が広がる。

　橿原市の歴史的環境について述べる。橿原市内において人類の活動が活発になるのは縄文時代後期

　図の作成。
10.20（月）調査区東壁・南壁の清掃、両壁の土層断面写真撮影を実施。
　調査区南壁土層断面図の確認を実施。
10.21（火）調査区東壁土層断面図、調査道具の撤収準備を実施。

10.22（水）  調査区東壁土層断面図の確認を実施。
10.23（木）埋戻しを実施。
10.24（金）埋戻しを実施。
10.24（月）埋戻し完了の確認。現地調査完了。

藤原京右京四条三坊
●

図 1　調査地位置図
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以降である。畝傍山東麓にある橿原遺跡では、後～晩期の大量の土偶や日本各地から持ち込まれた土

器が出土している。曽我川左岸に位置する曲川遺跡でも、晩期の土偶と土器棺が多数確認されている。

さらに南の観音寺本馬遺跡では、環状杭列や竪穴建物等のほか、河川に埋没した状態の樹木が確認さ

れ、晩期の集落のみでなく当時の植生までが明らかとなった。

　弥生時代には沖積地内に集落が形成され、複数の大規模集落が確認されている。寺川左岸にある坪

井・大福遺跡からは、人物線刻画土器（市指定文化財）や漆塗木製柄頭といった特異な遺物が出土し

ている。飛鳥川右岸にある四分遺跡からは、竪穴建物跡や水田跡、方形周溝墓も確認されている。曽

我川右岸には中曽司遺跡が立地する。中曽司遺跡では中～後期に環濠が掘削されていたと考えられて

いる。後期になると、丘陵部に忌部山遺跡や上ノ山遺跡といった高地性集落が出現する。
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図 2　調査地周辺の遺跡（Ｓ＝ 1/25,000。格子目は藤原京復元条坊）
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　古墳時代には多数の古墳と集落が存在した。前期には、畝傍山周囲のスイセン塚古墳やイトクノモ

リ古墳、銭川右岸の下明寺古墳群、貝吹山北麓にある新沢千塚古墳群（史跡）の 500 号墳等が存在

するが数は少ない。新沢千塚古墳群は前期から後期まで営まれ、中期に最盛期を迎える。中期の長方

形墳である 126 号墳からは、金製方形冠飾や垂飾付耳飾等の中国・朝鮮製の装飾品や、ペルシャ製

のガラス碗・皿等の国際色豊かな副葬品が出土した。後期には市域南東の丘陵部で、大型の横穴式石

室が設けられた前方後円墳である丸山古墳（国指定史跡）や、2 基の横穴式石室が設けられた長方形

墳である植山古墳（国指定史跡）、石室内に 2 基の家形石棺が納められていた二段築成の大型方墳で

ある菖蒲池古墳（国指定史跡）が築かれる。これらの後期古墳の被葬者は、天皇家や有力氏族の人物

が想定されている。

　沖積地では、曽我川右岸に前期の集落である五井遺跡が存在する。中期には四条遺跡で集落跡が確

認されている。大田中地区では大溝が検出され、初期須恵器や韓式土器を含む渡来系遺物や琴等の木

製品が出土した。なお、四条遺跡内の四条古墳群造営に四条遺跡集落が関わったと想定されている。

曽我川左岸に位置する新堂遺跡は前期から営まれた集落である。中期の生産関連遺物や祭祀具等の他、

渡来系遺物が出土しており、四条遺跡同様渡来人との関係が窺える遺跡である。

　飛鳥時代以降には市域の約 7 割に日本史上初の本格的都城である藤原京が営まれた。藤原京は天

武天皇の代に造営が開始され、持統天皇 8（694）年に開かれた都である。岸氏が示した藤原京の復

元案は、横大路と下ツ道、中ツ道、阿倍山田道に囲まれる一帯を占めるものであった。1979 年の橿

原市葛本町における調査以降、岸氏の示した藤原京域外においても藤原京と同様の道路遺構の検出例

が増加した。1995 年に橿原市土橋遺跡で西京極が、桜井市上之庄遺跡で東京極がそれぞれ確認され、

東西 5.3 ㎞という広大な都であったことが判明した。藤原宮は、藤原京のおおむね中央に位置する。

なお、今回の調査地の東南では藤原宮西面大垣が確認されている。

　藤原京内では、多数の古代寺院が築造された。右京八条三坊の一町と七条三坊の南半町を占めてい

た本薬師寺は現在、東・西塔及び金堂基壇とそれぞれの礎石が残る。藤原宮下層の運河埋土から出土

した軒瓦と金堂に葺かれた軒瓦が共通する型式であることから、創建は藤原京遷都以前と考えられて

いる。紀寺は左京八条二坊全域に位置する。創建年代は出土軒瓦から天智朝と考えられているが、寺

域や伽藍配置の計画線が藤原京の土地区画に合致しており、藤原京造営に伴い再整備されたと考えら

れる。

　奈良時代以降、奈良盆地の広範囲においては条里に基づいた耕地化が進行し、中世以降は貴族や寺

院の荘園と化していった。平安時代には、貯水を目的として高取川を塞き止めて益田池が造営された。

益田池堤跡（県指定史跡）の近隣では、丸太を利用した木樋が出土している。中世に入ると環濠集落

が営まれるようになる。調査地の周辺だけでも、四分環濠、醍醐環濠、法花寺環濠、高殿環濠といっ

た環濠集落が現存するが、環濠に由来する水路や区割りは近世以降のものと考えられている。市の中

心部には一向宗本願寺の今井道場を中心に成立した今井寺内町が立地し、近世には商業都市として栄

えた。その東では、初瀬街道と中街道が交差し交通の要衝となる八木札の辻が宿場町として栄えた。

　調査地近隣においては、バイパス築造や建築工事に伴い、奈良文化財研究所や当教育委員会による

発掘調査が実施され、藤原京跡をはじめ、先史から中世の様相が明らかになりつつある。
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第Ⅱ章　発掘調査の成果

第 1 節　調査の方法と基本層序

　調査区は建物建設予定箇所に設定した。調査区の規模は東西（北側）11.6 ｍ、東西（南側）14.8 ｍ、

南北 15.3 ｍの南西端が西に飛び出す形状である。調査面積は 186.4 ㎡である。

　後述のⅤ層上面までを重機で掘削、除去し、その他の遺構の検出、掘り下げ等の作業は人力で実施

した。

　調査区の基本層序は形成時期とその内容から、大きく 6 層に分かれる。いずれの土層も概ね水平

に堆積する（図 4・5）。

　　Ⅰ層：現代造成土　上面の標高 68.7 ｍ（南・東壁 1 層）

　　Ⅱ層：現代耕作土　上面の標高 68.0 ｍ（南・東壁 2 層）

　　Ⅲ層：旧耕作土　上面の標高 67.7 ～ 67.8 ｍ（南壁 3 ～ 12 層、東壁 53 ～ 57 層）

　　Ⅳ層：藤原京期以後の土層　上面の標高 67.5 ～ 67.6 ｍ（南壁 25 ～ 28 層、東壁 65 ～ 71 層）

　　Ⅴ層：藤原京期遺構基盤層　上面の標高 67.3 ～ 67.5 ｍ（南・東壁 42 層、東壁 86 ～ 89 層）

　　Ⅵ層：地山　上面の標高 67.2 ｍ（南・東壁 43 層、南壁 44 ～ 50 層、東壁 90 層）

　Ⅲ層中からは瓦器片が出土し、中世以降の堆積であると判断できる。

　Ⅳ層は上面が素掘溝の検出面である。後述するⅤ層との層序関係から藤原京期以後の土層と判断で

調査区

図 3　調査地周辺図（Ｓ＝ 1/2,500）
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きる。

　Ⅴ層は上面が藤原京期の遺構面である。堆積時期は藤原京期より前である。石包丁（図 12-20）と

いった弥生時代の遺物を僅かに含むため、土層の形成時期は弥生時代まで遡る可能性がある。調査区

南東部分では、上面がⅣ層形成時の影響を強く受けており、他の地点より 0.2 ｍほど低くなっている。

　Ⅵ層内の 43 層からは縄文時代後期の土器（図 12-19）が出土しており、土層の形成時期は少なく

とも弥生時代以前と考える。弥生時代以前の遺構の確認を目的にⅥ層以下においても遺構の検出作業

を実施したが、遺構は存在しなかった。また、調査区南側で 43 層以下をさらに掘り下げ調査を実施

したが遺物は出土しなかった。
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第 2 節　遺構

　遺構面は 2 面存在する。上層遺構面はⅣ層上面、下層遺構面はⅤ層上面である。上層遺構と下層

遺構の検出作業はいずれもⅤ層上面で実施した。

　Ⅳ層上面が掘り込み面となる遺構を上層遺構とした。検出遺構は素掘溝のみである。素掘溝は、東

西方向と南北方向とがあり、重複関係から南北方向が古く、少なくとも 2 時期以上に亘って掘削さ

れたと考えられる。素掘溝の機能は、耕作に伴う鋤溝と想定する。素掘溝からは藤原京期の土師器や

須恵器の小片、土馬の脚（図 11-17）、石製と想定する用途不明品（図 12-21）が出土した。素掘溝
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1.　2.5Y6/2　灰黄色粗砂混じり粘土
2.　2.5Y6/2　灰黄色粘質シルトブロック
　   10YR5/2  灰黄褐色シルトブロック
　   10YR7/6  明黄褐色シルトブロックから成る
3.　2.5Y6/2　灰黄色粘質シルト
　   10YR5/2  灰黄褐色シルトから成る

1.　10YR7/1　灰白色細砂質シルト
                       （ 7.5YR4/1 褐灰色シルトを含む）

1.　2.5Y7/1　灰白色粘質シルト（中礫、マンガン、鉄分を含む）
2.　5Y7/1　   灰白色粘土（中礫、鉄分を含む）
3.　2.5Y6/1　黄灰色シルト～細砂
　                     （10YR4/1 褐灰色シルトブロック、
                          10YR7/6 明黄褐色シルトブロックを含む）
4.　10YR4/1   褐灰色粘質シルトブロック
                          10YR7/6　明黄褐色シルトブロックから成る
5.　7.5YR4/1  褐灰色粘質シルトブロック
　  10YR4/1    褐灰色粘質シルトブロックから成る
6.　2.5Y6/1　黄灰色シルト～細砂
　                     （10YR4/1 褐灰色粘質シルトブロック、
                         10YR7/6 明黄褐色シルトブロック、鉄分を含む）
7.　7.5YR4/1  褐灰色粘質シルト
8.　5Y7/1　   灰白色中砂質粘土

1.　10YR6/2    灰黄褐色中砂質シルト　( マンガン、遺物、中礫を含む）
2.　2.5Y7/1　 灰白色粘土（少量の遺物を含む）
3.　10YR6/6    明黄褐色粘質シルト
4.　炭化物層 
5.　5Y7/1　    灰白色粘土（2.5Y7/6 明黄褐色地山ブロック、遺物を含む）

1.　10YR6/1　 褐灰色細～中砂（鉄分を含む）
2.　10YR6/3　 にぶい黄橙色シルト
　                    （10YR7/1 灰白色、7.5YR4/1 褐灰色シルト
　　　　　　　 ブロックを含む）
3.　10YR6/3　 にぶい黄橙色シルトブロック
       10YR7/1     灰白色シルトブロック
　　7.5YR4/1   褐灰色シルトブロックから成る

1.　2.5Y6/2　灰黄色粘質シルト
　　　　　　（10YR7/6 明黄褐色シルトブロックを含む）

1.　10YR7/1　灰白色シルト質粘土
   　10YR6/4　にぶい黄橙シルトから成る
2.　10YR7/1　灰白色細砂混じり粘土

1.　10YR7/1　灰白色シルト質粘土（中礫を含む）
2.　2.5Y6/1      黄灰色粘土（中礫を含む）

1.　10YR7/1　灰白色中砂混じり粘質シルト ( マンガン、鉄分、遺物を含む）
2.　10YR7/1　灰白色中砂混じり粘質シルト
　   10YR4/3　にぶい黄褐色から成る
3.　5Y6/1　     灰色粘土～中砂混じり粘土
4.　5Y7/1　     灰白色粗砂混じり粘土（細礫を含む）
1.　10YR6/1　褐灰色シルト（細礫、鉄分、マンガンを含む）
2.　10YR6/1    褐灰色粘質シルト（鉄分を含む）

1.　10YR7/1　灰白色粘質シルト
　　　　　　 （10YR4/1 褐灰色シルト
                         ブロックを含む）

5

8

図 8　遺構断面図（Ｓ＝ 1/40）
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埋土には藤原京期の土器片が含まれるため、素掘溝の時期は藤原京期以降である。また、素掘溝の埋

土がⅢ層の土と類似するため、下限としては中世以前と判断する。素掘溝の掘削はⅤ層中まで達し、

藤原京廃絶後から中世の間にⅤ層を破壊しつつ耕地化が進められたと考える。

　Ⅴ層上面から掘り込まれている遺構を下層遺構とし、土坑・ピット・溝を検出した。

　調査区南東端で検出した 21SK は平面形が方形である。南側は調査区外に延び、北側は後世の攪乱

で破壊されている。最大幅 0.6 ｍ、深さ 0.4m。遺物は出土せず詳細な時期と機能は不明である。調

査区北西端で検出した 27SK は平面形が長楕円形である。底面付近には炭化物が薄い層を形成する。

長軸約 1.3 ｍ、短軸 0.7 ｍ、深さ 0.4 ｍ。埋土からは土師器と須恵器の破片（図 11-2、11、12）の他、

燃えさし（図 11-18）や木片が出土した。遺物の時期は藤原京期である。

　調査区東壁沿いでは 4間以上の柱列を検出した（北から 34SP、35SP、39SP、40SP、41SP）。い

ずれも調査区外まで広がり平面形は不明であるが、隅丸方形と考える。柱痕は調査区内には存在し

なかったが、調査区外に残存する可能性がある。柱穴は南北方向に並び、柱穴間の距離は 2.7 ｍ（9

尺）、底部分のレベルは標高 66.5 ～ 66.8 ｍである。柱穴埋土には小片の土器を含むのみで詳細な時

期は不明である。Ⅴ層上面が掘込面であるため、少なくとも藤原京期の遺構と想定する。34SP の北

側、41SP の南側は調査区外になるため、柱列は調査区外に延びる可能性が残る。また、東側に延び

る可能性もあり、柱列の機能が建物か柵かは不明である。34SP は最大幅 1.3 ｍで深さ 0.5 ｍ。35SP

は最大幅 0.8 ｍで深さ 0.8 ｍ。39SP は最大幅 0.7 ｍで深さ 0.5 ｍ。40SP は最大幅 1.0 ｍで深さ 0.5

ｍ。41SP は最大幅 0.4 ｍで深さ 0.3 ｍ。当初、調査区東端で柱列を検出することを想定しておらず、

39・41SP はの排水溝掘削の際に破壊してしまう結果となった。

　柱列の西側では、ピット 5 基（22 ～ 25、29SP）を検出した。平面形は 24SP のみが長楕円形

で、他は円形である。上記の柱列との関連も想定したが、規模や位置が不揃いであり同一の構造物

であったとは考えにくい。22SP からはほぼ完形の土師器甕が割れた状態で出土した（図 9、図 11-

8）。24SP は中央に柱痕が残る。22SP は直径 0.4 ｍで深さ 0.3 ｍ。23SP は直径 0.5 ｍで深さ 0.4 ｍ。

24SP は長軸 0.5 ｍ・短軸 0.3 ｍで深さ 0.2 ｍ。25SP は直径 0.4 ｍで深さ 0.1 ｍ。29SP は直径 0.5

ｍで深さ 0.2 ｍ。

　調査区北西端で検出した 30SP は平面形が隅丸方形である。同様の形状のピットは付近に存在せず、

調査区から北西の範囲に構造物が存在すると想定する。最大幅 0.9 ｍ、深さ 0.2 ｍ。31SP は一部

が 30SP と重複するピットで、平面円形と考える。直径 0.3 ｍ、深さ 0.1 ｍ。31SP の東で検出した

37SP は平面形が不整円形である。直径 0.4 ｍ、深さ 0.1 ｍ。南北溝 20SD の底面で検出した 36SP

は平面形が不整円形である。20SD 検出の際、上面では検出しなかったため 20SD と同時期か、それ

より古い遺構であると判断できる。このピットの埋土は 20SD の埋土と類似した土質であり、20SD

と同時に存在していたと考えるが、詳細な機能は不明である。直径 0.6 ｍ、深さ 0.2 ｍ。

　20SD は調査区中央を南北に縦断する溝で、横断面形は逆台形である。埋土の観察から、20SD は

人為的に埋められたと考える。最大幅約 2.0 ｍ、深さ 0.5 ｍ。遺物は主に埋土上層に含まれる。遺物

量は少量であるが、一部の遺物は溝の西端に近い地点から出土した（図 10）。出土遺物は、藤原京期

の土師器と須恵器が主体であり、遺構の埋没時期を示すと考える（図 11-1、3、4、6、7、9、15、

16）。埋土上層には多量の川原石も含まれ、貼石の可能性を想定し調査を実施したが、石が均一に貼

られた様子は見られず、20SD 埋戻しの際に混入したと想定する。
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第 3 節　出土遺物

　出土遺物は土器を中心に、コンテナ数にして 2 箱分が出土した。以下、藤原京期に属する遺物（図

11-1 ～ 18）とそれ以外の時期の遺物（図 12-19 ～ 22）について、種類ごとに述べる。

　1 ～ 9 は土師器で、坏・皿・甕・高坏がある。

　1 は坏 H である。口縁端部がヨコナデによって尖る。底部はケズリが施され、稜が形成されている。

口径 12.6 ㎝、残存高 2.2 ㎝である。3、4 は坏 C である。3 は、口縁端部を上方に摘み上げ、口縁内

側に面が作りだされている。底部外面はケズリが施されている。口径 14.4 ㎝、残存高 4.8 ㎝。4 は、

口縁端部が丸く収められている。内面はナデの後に放射状の暗文ミガキが施され、外面はナデの後に

ケズリが施さていれる。口径 15.5 ㎝、残存高 4.7 ㎝。

　2 は、皿 A である。口縁がゆるく外傾する形状で、口縁端部はヨコナデによって僅かに折り返され

ている。内面はヨコナデ、外面は磨滅により調整不明である。口径 22.7 ㎝、残存高 2.3 ㎝。

　5 は、高坏の脚部である。坏部と脚裾部を欠く。脚部は回転ナデにより絞られて形作られている。

外面はケズリで強い面取りが施され、内面は強いナデで成形時のしわが消されている。脚部に残る剥

離面から、坏部は脚裾を作ってから作り足されたとみられる。残存高 5.5 ㎝。

　6 ～ 8 は甕である。6 は、口縁端部がヨコナデによって丸く収められている。口縁部及び体部内面

は強いヨコナデが施されているが、外面は磨滅により調整不明である。口径 14.4 ㎝、残存高 3.7 ㎝。

7 は、口縁端部がヨコナデによりやや尖る。体部外面はタタキの後、ケズリが施されたとみられる。

外面には口縁部まで著しくススが付着する。頸部には工具の当たりが残る。体部内面はナデが施され

ている。口径 15.8 ㎝、残存高 7.0 ㎝。8 は、口縁端部がヨコナデによりやや尖る。口縁から括れ部

にかけて緩く曲がり、体部は丸く張る。口縁内外面にはヨコハケメが施されている。体部外面は、タ

テハケメで、底部のみヨコハケメが施されている。施されるハケメは緻密である。体部内面は、ユビ

オサエの後、ハケメが斜め方向に施されている。外面には体部から括れ部にかけてススが付着し、内

面底部周辺にコゲが付着する。口径 16.8 ㎝、体部最大径 19.0 ㎝、器高 17.9 ㎝。9 は長胴甕である。

X=-166013.5

Y=-18228.0N

8

Y=-18233.0

X=-166009.0

6

3

9N

Y=-18234.5

図 10　20SD 遺物出土状況図（Ｓ＝ 1/20）図 9　22SP 遺物出土状況図（Ｓ＝ 1/10）

0 1m0 50cm
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口縁端部はヨコナデにより、僅かに上方に摘み上げられている。口縁から括れ部にかけてゆるやかに

彎曲し、体部は張らず直線的である。体部外面にはタテハケメ、内面にはヨコハケメが施されている。

胴部外面にスス、内面にコゲが付着する。口径 25.0 ㎝、体部最大径 19.6 ㎝、残存高 20.7 ㎝。

　10 ～ 16 は須恵器で、埦・坏・坏蓋・壺・甕がある。

　10 は埦 A である。口縁端部は尖る。口径 16.0 ㎝、残存高 4.2 ㎝。11 と 12 は坏 B である。11 は

平らな底部に低い高台が付き、口縁はやや外傾する。口縁端部は回転ナデにより先端が尖る。口径

14.9 ㎝、底径 11.2 ㎝、器高 4.3 ㎝。12 は坏の底部である。回転ナデにより成形されている。低く

幅の狭い高台が付く。残存高 1.3 ㎝、底径 9.4 ㎝。14 は坏 G である。平底にヘラ切り痕が残り、口

縁は回転ナデにより先端が尖る。口径 9.5 ㎝、器高 3.3 ㎝。

　13 は坏 G 蓋である。口縁にはかえりが付く。回転ナデにより成形され、外面には回転ヘラケズリ

の痕跡が残る。口径 7.8 ㎝、残存高 1.9 ㎝。

　15 は長頸壺頸部である。口縁がゆるく外彎する形状である。回転ナデにより成形されている。残

存高 7.2 ㎝。

　16 は甕の口縁部である。体部からやや外傾気味に開き、口縁端部は回転ヨコナデによって面が形

成され、上方に摘み上げられている。口縁部内面には灰釉が付着する。口径 19.3 ㎝、残存高 5.4 ㎝。

　17 ～ 22 は土師器・須恵器以外の遺物である。

　17 は土馬の脚である。断面形は不整円形で、外側となる部分に面取りが施されている。脚部の付

1 2
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図 11　藤原京期の遺物（Ｓ＝ 1/4）
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け根には違いないが、どの部分の脚かは不明である。残存高 5.2 ㎝。

　18 は燃えさしである。表面に加工の痕跡は無く、単純に木材を割ったものの破片であると考えら

れる。図中の網掛け部分は燃焼部位を示す。残存長 9.9 ㎝、厚さ 1.1 ㎝。

　19 は縄文土器の深鉢である。波状の口縁部のみの残存である。口縁部に沿って沈線が施され、波

頂部外面には刺突文が縦に並び、口縁端部まで及ぶ。残存高 6.0 ㎝。

　20 は流紋岩製の磨製石包丁である。形状は楕円形に近い。刃は両刃であるが、片面は稜が明瞭な

のに対し、他面はやや不明瞭である。紐穴の穿孔も両面から行われている。いずれの面にも途中で放

棄した穿孔の痕跡が残る。幅 5.8 ㎝、残存長 9.5 ㎝、厚さ 0.6 ㎝、重さ 46.3g。

　21 は、用途は錘と想定されるが詳細は不明である。最大長 7.1 ㎝、幅 1.3 ㎝、厚さ 0.9 ㎝。表面

観察から、材質は石と考えられるが、重さは 54.8g と極めて比重が高い。

　22 はサヌカイト製の打製石鏃である。背面はほぼ全面に細かな調整の痕跡が残る。腹面は縁部分

に調整が施されている。長さ 5.0 ㎝、幅 1.6 ㎝、厚さ 0.3cm、重さ 2.4g。

第Ⅲ章　総括

調査地周辺の変遷
　調査を通じて、藤原京期より後に掘削された素掘溝の他は、藤原京期の遺構を検出した。藤原京期

より古い遺構は検出されなかったが、縄文～弥生時代の遺物が出土することから近隣に縄文～弥生時

代の遺跡が存在した可能性はある。古墳時代については遺構はおろか、遺物も存在しない。調査地周

辺において人が住んでいた痕跡が明瞭になるのは藤原京期以降で、藤原京造営が契機となったことが

想定される。藤原京廃絶後は耕地化が進み、現代まで耕作地として利用されていた。

20SD の評価
　調査地は復元条坊上の西二坊大路に西接しており、その側溝を検出する可能性があった。以下、

20SD が西二坊大路の道路側溝であるかの是非を検討していく。

　20SD の出土遺物は飛鳥Ⅴ期が下限であり、藤原京期以降すぐに廃絶したと考えられる。溝の幅は

最大 2.0 ｍである。過去の西二坊大路側溝検出例では、西側溝 1.6 ｍ、東側溝 2.0 ｍが最大規模となる。

19

22
21

20

図 12　藤原京期以外の遺物（S ＝ 1/4、22 のみＳ＝ 1/2）
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以上のように 20SD は、遺構の時期・規模ともに藤原京の道路側溝と乖離しない遺構であり、規模は

東側溝に近いと言える。

　20SD が西二坊大路東側溝であるとした場合について考察する。調査地の南東約 77 ｍの地点で実

施した橿教委 2002-4 次調査では、西二坊大路東側溝（SD-03）を確認した。SD-03 の溝幅は 2.0 ｍ

である。SD-03 北端溝心の座標は X=-166084.4、Y=-18207.6 である。SD-03 は、20SD（溝心 X=-

166011.5、Y=-18231.5）から南に約 73 ｍの距離であるのに対し、東に約 24 ｍも離れているため一

連の南北溝ではないと考える。また、20SD と SD-03 の心々間距離は、これまで明らかにされた西二

坊大路両側溝の心々間距離 16 ｍを遥かに凌駕している。

　続いて、近隣の西二坊大路西側溝検出位置と 20SD の関係について考察する。調査地の北では、①

奈良文化財研究所による藤原京第 52 次調査（右京二条三坊）で検出した南北溝 SD5287、南では②

同 69-12 次調査（右京五条三坊）で検出した SD7845 が、西二坊大路西側溝として挙げられる。そ

れぞれの座標は、①南端溝心が X=-165464.4、Y=-18231.2 で、②北端溝心が X=-166482.4、Y=-

18219.6 である。各地点間の振れは以下の通りになる。

　　　　①－②間　N － 0° 39’ 10” － W　　　　　①－ 20SD 間　N － 0° 1’ 53” － E　　　　

　　　　20SD －② 間　N － 1° 26’ 51” － W

　①－②間の振れは、藤原京条坊道路の平均的な振れ幅に収まる。一方、①－ 20SD 間の振れは僅か

ながら北で東に振れている。藤原京条坊道路は北で西に振れる傾向があり、これと逆行する。また、

20SD －②間の振れは、北で 1°以上西に傾いており、条坊道路の振れ幅としては大きい。さらに、

①－ 20SD －②が同一の溝であるとすると、今回の調査区周辺で西に彎曲する形状をとることとなる。

条坊道路は直線的に設定されたと考えるならば、①－ 20SD －②のラインのように彎曲する形状は条

坊側溝として不自然である。

　なお、①－②のラインの X=-166011.5（20SD 溝心）における西側溝想定位置は Y=-18225.5 であり、

20SD の東約 6.2 ｍの地点にあたる。Y=-18225.5 は調査区の東端に当たるが、調査区東端では側溝

と考えられる遺構は存在しなかった。20SD が西側溝でなければ、西側溝はさらに東に通っているこ

とが想定できる。西側溝が調査区のさらに東に通っていたとするならば、調査区東端で検出した柱列

は四条三坊東北坪を囲む一本柱塀であった可能性を示せる。

　以上、20SD について調査地近隣の西二坊大路東側溝や、調査地周辺の西二坊大路西側溝の検出位

置、調査で確認した柱列の位置との関係から、現時点で 20SD が西二坊大路西側溝であった可能性は

低いと判断される。20SD の詳細な機能については不明であるが、宅地内の排水等の機能であったの

ではないかと想定される。ただし、調査地のごく近辺においての西二坊大路の検出例は無く、藤原京

右京四条三坊東北坪の様相も明らかではない。周辺の調査の蓄積を待って結論づけるべきであると考

える。
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所収遺跡 所在地
コード

北　緯 東　経 調査期間 調査
面積

調査
原因市町村 遺跡番号

藤原京
右京四条三坊

奈良県

橿原市

縄手町

29205 14C0576 34° 30′
12″

135° 48′
05″

2014/9/2
～

2014/10/27

186.4
㎡

共同住
宅建設

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記
事項

藤原京
右京四条三坊 都城

先史

古代

古代～中世

包含層

土坑・ピット・溝

素掘溝

縄文土器・石器

土師器・須恵器・
土製品・燃えさし

土師器・須恵器・
不明石製品

橿教委
2014 －

4 次

要約

　藤原京右京四条三坊の調査では、主に藤原京期の遺構を確認した。確認した溝 20SD は宅地
内の排水を目的として掘削された溝である可能性がある。また、調査区内では土坑や柱穴を検
出し、藤原京右京四条三坊東北坪宅地内の様相を知る一端となる。なお、包含層中からは縄文
時代～弥生時代の遺物が出土し、近隣において当該期の遺跡の存在が想定できる。

－ 16 －



図
版
１

上層遺構検出状況（北西から）

上層遺構検出状況（北から）
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図
版
２　

上層遺構完掘・下層遺構検出状況（北西から）

上層遺構完掘・下層遺構検出状況（北から）
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図
版
３　

調査区と調査地周辺（北から）
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図
版
４　

下層遺構完掘状況（北西から）

下層遺構完掘状況（南東から）
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図
版
５　

27SK 炭化物層検出状況（東から）

27SK 土層断面（東から）
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図
版
６　

23SP 土層断面（北から）

22SP 遺物出土状況（北から）
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図
版
７　

柱列完掘状況（北から）

24SP 土層断面（北東から）
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図
版
８　

34SP 土層断面（西から）

35SP 土層断面（西から）
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図
版
９　

39SP 土層断面（西から）

40SP 土層断面（西から）
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図
版
10　

20SD 遺物出土状況（北から）

20SD 土層断面（北から）
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